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個々の細胞中のゲノム編集結果を把握することは、その応用に必要不可欠となりうる。そこで我々は、2,600個以上
のゲノム編集されたヒト培養細胞クローンを単離・解析した（Takahashi, iScience 25:105619 2022）。しかし、ヒト
iPS細胞は死にやすく、同様の手法ではクローンを得ることができなかった。そこで我々は、Cell HandlerTM を用いて
ゲノム編集iPS細胞クローンを効率的に樹立する手法を開発し、1,000個以上のiPS細胞クローンのゲノム編集結果
解析に成功した。その結果、個々のiPS細胞の中では、同一の編集が起こりやすいことを見出した。
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